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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 
【１・２】高信頼標準セルの提案と評価および【３】回路高信頼化のためのＣＡＤシステム：本計画
については、「実用回路においても耐故障性に優れることの定量的評価」、および、「ＣＡＤシステム
による信頼性向上手法の開発」を融合して実施した。具体的には、①高信頼標準セルが複数個同時に
故障した場合の回路全体の信頼性評価手法を確立し、同時に、設計回路の一部論理をＣＡＤにより自
動的に交換することにより回路全体の信頼性を向上させる手法を考案した。この結果、大小比較回路
以外の様々な実用回路において、耐故障標準セル群が有効であること、また、ＣＡＤによる論理交換
により、さらに信頼度を向上させることが可能であることを実証した。また、②回路の一部を LUT に
置き換えた Partially-Programmable Circuits（PPCs）と名付けた回路を用いることで製造歩留まり
を向上させる手法を提案した．PPC の中のいくつかの LUT の機能を変更することにより結線が冗長と
なる場合, その結線は故障に強いと考えられる．その結線にいかなる故障が起こってもいくつかの
LUTの内部論理の変更により回路が正常動作可能だからである．故障に強い結線を増やすために，SPFD
や CSPF といった論理関数の自由度を利用して冗長な結線を回路に追加する手法を提案し．手法の有
望性を確認した． 
【４】自己安定化演算回路のみからなる高信頼アーキテクチャ：本計画については、前年度に引き続
き、ＡＲＭおよびFRV命令を単純な演算に分解および写像するアーキテクチャに関し、メモリを用い
た命令分解手法を提案・評価し有効性を確認した。また、本研究成果を発展させて、多数の演算器ア
レイに対して自己安定化演算回路のみにより実現可能な命令列を写像し、大幅な性能向上と低消費電
力化を図るリニアアレイ型プロセッサを考案し、有効性を示した。   
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